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ActiveImage Protector™ Serverとは
物理 / 仮想環境両方に対応したサーバー用データ / システム保護ソリューション
ActiveImage Protector™ Serverは、Windowsサーバー向けの物理/仮想環境両方で使えるバックアップソリューションです。
ハードディスク内のシステム、アプリケーション、データ全てを丸ごと、イメージファイルとしてバックアップし、ローカルのハードディスクやUSB
メモリ、LTOテープ、NASなどのネットワークストレージやクラウドストレージに直接に保存できます。仮想マシンのバックアップの際には、エー
ジェントベースとエージェントレスバックアップの方式を選択できます。

災害対策、セキュリティ対策として、障害時にはRTO（目標復旧時間）の削減
ActiveImage Protector™は「素早く確実に復元する」ことに着目したソリューションですので、災害対策やセキュリティ対策としてもご利
用いただけます。ActiveImage Protector™はOSを含めた全ての復元を一回の処理で簡単におこなえます。バックアップ元のハードウェア
が故障した場合には、別の物理マシンや仮想マシンに復元することも可能です。バックアップイメージファイルから仮想マシンを直接起
動することによって、即時に起動し、サーバーの運用再開を迅速におこなえるなど柔軟な機能も備えています。専門のエンジニアが少数で
あっても、操作性の良さを備えていますので、短時間で作業を完了でき、RTOの削減を実現できます。

ActiveImage ProtectorTM 2022 での新機能 New !
・ ファイルバックアップ：

ファイル、フォルダ単位のバックアップ/リストアをおこないます。

・ クラウドストレージへの直接バックアップ：
保存先／復元元として、S3互換のオブジェクトストレージとAzure 
Storageのクラウドストレージを直接使用できます。また、SFTPプ
ロトコルにも対応しています。

・ テープへのバックアップ：
LTOテープへの直接バックアップができますので、大容量のバック
アップが可能です。

・ エージェントベースとエージェントレスバックアップを選択：
エージェントベースのバックアップとエージェントレスバックアップ
の選択が可能です。

・ クラウド復元（In-Cloud-Recovery）：
クラウドストレージ（S3互換のオブジェクトストレージ、Azure 
Storage）に保存したバックアップイメージから、同じクラウド（EC2、
Azure）上の仮想マシンへの復元をクラウド上で完結できます。

・ ディスクコピー機能（Disk-To-Disk Copy）：
ハードディスク間で相互にコピーができます。

・ 新しい起動環境：
Linux 版はオンメモリ稼働、Windows版はWindows ADKが不要
で簡単に起動環境を作成できます。

・ レスキューブート：
ワンボタンのみで、次回起動時に組み込みの復元環境が起動し
て、システムを復元できます。

・ オフラインライセンスファイルのサポート：
オフライン環境で単体のコンピューターのアクティベーションがで
きます。

・ イメージターゲットサーバー：
バックアップイメージファイルをiSCSIターゲット、NFSサーバーとし
て公開できます。

・ サブスクリプションライセンスの導入：
永続ライセンスの他、1年間/3年間/5年間のサブスクリプション
パックを用意しました。

・ MSIファイルの作成がインストーラーで可能：
プロダクトキーを埋め込んだ専用のMSIファイルをインストーラー
で作成することができます。
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バックアップ機能

ハーディスクを丸ごとイメージファイルとしてバックアップ
物理/仮想マシンのOS、設定、データ、アプリケーションといったコ
ンピューターの内容を丸ごと、1つのイメージファイルとしてバック
アップすることができます。障害発生時には、保存したイメージファ
イルから高速かつ確実に復元することができます。

ファイルバックアップ New！
ファイル、フォルダー単位のバックアップ/リストアをおこなえます。増
分バックアップにも対応しています。

稼動中のWindowsマシン全体をバックアップ 
（ホットイメージング）
データベースやオープンファイルなど稼働中のサービスを止めず
にバックアップを取得する、ホットイメージング機能を搭載してい
ます。Windowsに組み込まれているVSS（Volume Shadow Copy 
Service）と協調してホットイメージングをおこないます。この機能
は、昼夜問わず頻繁にデータが更新されているシステムや、サーバー
の停止ができないようなシステムにおいて特に有用です。

静止中のWindowsマシン全体をバックアップ 
（コールドイメージング）
製品メディアを使ってコンピューターを起動し、シャットダウンした
状態のシステムボリュームをバックアップ可能です。出荷前のクリー
ンな状態（Windowsのインストール直後など）のバックアップイメー
ジを作成することができます。また、障害発生時に後で調査するた
めに状態を保存しておきたい場合などにも大変便利です。

最小容量かつ高速なスマートセクターバックアップ
未使用セクターをバックアップしないスマートセクター技術によっ
て、高速かつ最小容量のバックアップが可能です。

バックアップイメージの暗号化
パスワード保護とAESの256ビットの暗号化に対応していますので、
バックアップされたファイルは安全に保護されます。

不良セクタースキップ機能
ディスクに読み取れない不良セクターがあっても、エラーを無視して
バックアップを継続できます。

保存先の容量を大幅に縮小できる重複排除圧縮（IDDC）機能
ActiveImage Protector™の重複排除圧縮は、バックアップ時にデー
タブロックの重複を排除し圧縮することで、保存先の消費容量を約
半分ほどに節約できます。バックアップ速度は重複排除圧縮使用時
でも従来と大きく変わることはありません（当社実測値：11.7TBの
データで約27時間）。また、別途オプションの購入や重複排除機能
を搭載した高価なストレージの用意は不要で、特別な設定や操作も
ありません。

高速な増分バックアップ
増分バックアップは、前回のバックアップ以降の変更を保存していき
ます。復元はベースバックアップイメージと、全ての増分バックアップ
イメージが必要ですが、各増分で必要な時間と容量は変更分だけな
ので、非常に高速で効率的です。

CBC (Changed Block Comparison™) テクノロジー
CBCテクノロジーは、ハードディスクのボリュームの変更ブロックを取
得する独自開発した技術です。バックアップファイルとボリューム情報
を解析することによって変更ブロック情報を効率的に取得します。ド
ライバーレスのため、システムへの影響は最小限です。

：使用中セクター ：未使用セクター

ハードディスク

スマートセクター

AIVファイル（圧縮）

バックアップストリームのブロック毎にインデックスを作成

大幅な容量削減を実現

重複ブロックを排除

圧縮
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USBスマートディテクト（検出）機能
保存先に指定したUSBハードディスクを外したためにスキップされた
スケジュールがあった場合、USBハードディスクの再接続時にすぐに
バックアップを実行する機能です。複数台のUSBハードディスクを使用
している場合でも、自動的に追尾してバックアップをおこないます。

Windows上からLinuxのExt 2 / 3 / 4パーティションの 
スマートセクターバックアップが可能
W i n d ow s  /  L i n u xのマルチブート環 境でも、W i n d ow s上の
ActiveImage Protector™で全て対応できます。

コマンドライン実行が可能（コマンドライン版を用意）
コマンドラインやコマンドファイル内で各種パラメータを設定して
起動できます。ユーザーが社内で運用管理ツールを使用している場
合、ActiveImage Protector™によるバックアップを統合できます。

様々な保存先に対応
NAS、SAN（ファイバーチャネル）、USB、eSATA、ネットワーク共有
フォルダー、LTOテープ、クラウドストレージなど、保存先は状況に
合わせて多彩なシステム構成やバックアップポリシーに幅広く対応
しています。

 
バックアップオプション

バックアップのスケジュール化
バックアップの実行を、1回のみ、週単位、月単位でスケジューリング
したり、特定の月の特定の曜日にスケジュールを設定したりできま
す。初回のフルバックアップ作成以降のバックアップを、増分イメー
ジの作成のみとしたバックアップスケジュールも可能です。また、
ディスクローテションに対応するための保有ポリシーの設定、複数
の異なるUSBハードディスクを指定したUSBスマートディテクト機能
を使用できます。

世代管理機能
世代管理機能を使用して、指定した世代数（バックアップイメージの
セット）以前のバックアップイメージを自動的に消去することで、スト
レージ容量の消費を抑えることができます。

マルチスケジュール作成機能
1つのプロファイルに対して複数のスケジュールを作成できます。例
えば、週単位スケジュールで運用していた場合でも「毎月1日にだけ
はフルバックアップを作成したい」、ということも可能です。

ポストバックアッププロセス機能
ポストバックアッププロセス機能により、バックアップ完了後すぐ
に、あるいは指定した時間に、BootCheck™、レプリケーション、結
合など、イメージに対する操作をおこなうことができます。

クラウドストレージへ直接 バックアップ New！
バックアップイメージの保存先/復元元として、S3互換のオブジェクト
ストレージとAzure Storageの クラウドストレージを直接使用でき
ます。クラウドストレージを直接使用できることで、大容量の保存、
イメージの共有管理などをクラウドベースでおこなえます。また、
SFTPプロトコルにも対応しているので、SFTPをサポートしているレン
タルサーバー、社内のサーバーなど幅広く対応できます。

BootCheck™（ブートチェック）機能
BootCheck™は、ローカルのHyper-Vや他のHyper-Vホストを使っ
て、バックアップイメージが確実に起動できる状態であることを即座
にテストする機能です。イメージファイルから直接起動しますので、
低リソースかつ短時間で起動確認を完了でき、非常に便利です。ま
た、ActiveImage Protector™のコンソールから手動でも使用できま
すので、任意のタイミングでも起動確認が可能です。

シャットダウン時に自動で増分バックアップ
バックアップする必要性を感じながらも、時間的な制約から、なか
なか実行できない場合があります。毎日の退社時などにシャットダ
ウンをおこなえば、意識せずに短時間でバックアップすることがで
きます。

バックアップソース
増分バックアップ

増分バックアップ

増分バックアップ

増分バックアップ

仮想マシン

ベースバックアップ

Boot OK!

Boot OK!

Boot OK!

Boot OK!

Boot OK!
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バックアップ作業終了後に保存先を保護 
（保存先隔離オプション）
バックアップが終わると自動的に保存先を遮断する機能が追加され
ました。ランサムウェアなどのウイルス攻撃があった場合でも保存先
を安全に隔離する独自のImageIsolate™技術で、サイバー攻撃から
バックアップファイルを守ります。

スクリプト機能
バックアップ時のそれぞれのタイミングでユーザーが個別の処理を
挟みたい場合に、スクリプト機能が使用できます。例えば、スナップ
ショットを実行する前にデータベースなどのキャッシュをクリアした
り、スナップショット実行後（実際のバックアップ開始前）にデータ
ベースを再開したり、イメージ作成後にイメージファイルをコピーし
たり加工したりすることができます。また、スクリプトをベースバック
アップと増分バックアップに対してそれぞれ独立して作成できます。

テープへのバックアップ New！
LTOテープへの直接バックアップができますので、大容量のバック
アップが可能です。また、テープに保管することでランサムウェアな
どの攻撃からの防御にもなり、セキュリティ対策がとれます。テープ
プールによる分類などもサポートしています。

クラウドストレージサービスに対応 
（オフサイトレプリケーション）
バックアップしたイメージファイルのオフサイトレプリケーション
（遠隔地データ保存）先として、ネットワーク共有フォルダー、FTP、
FTPS、SFTP、WebDAV、Amazon S3、Azure Storage、OneDrive、
Google DriveやDropboxから選択可能です。

 
エージェントレス・バックアップをおこなう「HyperAgent™」機能

仮想マシンのバックアップの場合、従来のActiveImage Protector™をインストールして運用するエージェントベースバックアップとは別に、
ActiveImage Protector™ Virtualでも採用されているエージェントレスバックアップの「HyperAgent」を選択して、使用することもできます。

バックアップ
＆

リカバリー
Hyper-V/vSphere

HyperAgentはWindows OSに
対応しています。

Hyper-V/vSphere

Hyper-V/vSphere
2次保存先としてデータ分散が出来ます。

HyperAgent

Internet

バックアップ
＆

リカバリー

バックアップ
＆

リカバリー

遠隔地のストレージへのデータ分散、同一ホスト
/異なるホスト（Hyper-V及びVMware)上に冗長
化、またはホスティングも可能です。

同一ホストまたは異なるホスト（Hyper-V及び
VMware)上に冗長化、またはホスティングも可
能です。

S3互換オブジェクトストレージ

S3互換のオブジェクトストレージには直接または
2次保存先としてバックアップを保存できます。

仮想ホスト上の複数の仮想マシンをバックアップ
対象にする場合には、ActiveImage Protector 
Virtualが最適です。

クラウド
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エージェントベースとエージェントレスの両方のバック
アップが選択可能
ActiveImage Protector™ Serverでは、ハイパーバイザー上の仮想マ
シンのバックアップをおこなう場合、エージェントレス、エージェント
ベースのバックアップを選択的におこなうことができます。

HyperBack™（ホストマシンにエージェントやアプライア
ンス不要）
従来のエージェントレス・バックアップでは、ハイパーバイザーへの
エージェントのインストール、もしくは専用アプライアンスの設置が
必要でした。アクティファイのエージェントレス・バックアップの場合
には、HyperAgentを導入します。HyperAgentは、バックアップ対象
のホスト上、または保存先などどこにでも導入できますので、様々な
システム構成に対応します。（HyperBack）

ホストやゲストマシンのCPUやRAMの消費が最小限
バックアップタスクの実行はリモートのHyperAgent™で実行します
ので、ホストマシンとゲストマシンのCPUやメモリの消費は最小限で
済みます。

Hyper-V上の仮想マシンの増分バックアップ
独自開発のAdvanced VHDX Block Deltaにより、Hyper-Vホストに
エージェントまたはドライバーをインストールせずに、仮想マシンの
増分バックアップがおこなえます。Hyper-Vが変更の追跡をおこなう
RCT（Resilient Change Tracking）に対応していますので、Windows 
Server 2016 Hyper-V以降の第2世代の仮想マシンのバックアップも
可能です。

HyperRestore™（復元機能）
エージェントベース/エージェントレスどちらのイメージファイルで
あっても、元のホストの仮想マシン以外に、別のホストの仮想マシ
ンにも復元することが可能です。VMware ESXiとMicrosoft Hyper-V 
のハイパーバイザーにも柔軟に復元可能です。

HyperStandby™（仮想スタンバイ機能）
バックアップイメージを仮想環境上の「仮想スタンバイ（待機）マシ
ン」として待機させることにより、元のサーバーに障害が発生した場
合には、この仮想スタンバイマシンを起動させて、即座に（実測値
で2分程度にて）復旧できます。

エージェントレス・バックアップのファイル復元機能
エージェントレス・バックアップのイメージファイルから必要なファイ
ルを選択して、どのようなロケーションにも復元できます。

HCI環境下でも自動的に仮想サーバーを追従
エージェントレス・バックアップのHyperAgent機能では、HCI環境下
でもvCenterを登録することで、自動的にマイグレーション先の仮
想サーバーを追従して、バックアップ運用を継続できます。これによ
り、エンジニアの負担を大幅に軽減できます。

従来のエージェントレス 従来のエージェントレス
オプション1 オプション2

ハイパーバイザー AGENT ハイパーバイザー

APPLIANCE

アクティファイの
エージェントレス

ハイパーバイザー
ハイパーバイザー

ハイパーバイザー

HyperAgent

vSphereHyper-V

HyperAgent

別タイプのハイパーバイザーにも復元可能

保存されたイメージファイル

エージェント
ベース

Hyper-V
VM

Hyper-V
VM

ESXi
VM

ESXi
VM

ESXi
VM

Hyper-V / vSphereハイパーバイザー

HyperAgent

サーバーA
仮想スタン
バイマシン

サーバーA

〈例〉バックアップ元のサーバーCで障害が発生
した場合、仮想環境上のスタンバイマシンの
電源投入のみで復旧可能

自動的にスタンバイマシンを作成し更新
HyperStanby

バックアップ

バックアップ

バックアップ

NAS

サーバーB
仮想スタン
バイマシン

サーバーB

サーバーC
仮想スタン
バイマシン

サーバーC

即時起動
障害発生
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復元機能

ディスクイメージベースによる高速で確実な復元
ハードディスクなどの障害によりシステムが壊れてしまった場合、
OSの再インストール、アプリケーションの再インストール、デー
タの復 元といった面倒な作業が不可避でした。Ac tiveImage 
Protector™は、セクターベースのディスクイメージングですので、
バックアップイメージファイルをウィザード形式で復元するだけで済
みます。増分ファイルを復元する場合でも、最新のバックアップファ
イルを選択するだけで済み、個々に指定する必要はありません。

クラウド復元（In-Cloud-Recovery）New！
クラウドストレージ（S3互換のオブジェクトストレージ、A zure 
Storage）に保存したバックアップイメージから、同じクラウド（EC2、
Azure）の仮想マシンへの復元をクラウド上で完結できます。復元時
のデータ転送は同じクラウド上でおこなわれるため、同一リージョン
内であれば転送料金はかかりません。

BMR（ベアメタルリカバリー）を短時間で実行
新しいハードディスクヘバックアップイメージを復元する場合でも、
高速な復元エンジンにより、短時間でボリュームの復元を完了しま
す。ベアメタルディスクに対して初期化とパーティションの作成がお
こなえます。

ファイル復元機能
システムがクラッシュした場合、特定のファイルさえ復元できれば
業務を再開できる場合もよくあります。ActiveImage Protector™で
は、ファイル、フォルダー単位での復元をGUI上でおこなうことがで
きます。アクセス権等のパーミッション情報やストリーム情報も復元
できます。

Actiphy BE Builder（起動環境作成） New！
ディザスターリカバリー、コールドバックアップや各種の便利な操
作をおこなうための起動環境を提供しています。独自のドライバー
を組み込み可能なWindows PE版とDebianベースのLinux版を作
成します。USBメモリ、USBハードディスク、ISO形式、光学メディア
で起動する起動環境を作成可能です。これにより、光学ドライブの
ないノートPCなどでも、USBメモリやUSBハードディスクを使うこと
で、ベアメタルリカバリーができます。さらに、USBハードディスク/
SSDで起動環境を作成する場合は、バックアップファイルの保存先
パーティションも作成できます。バックアップが保存された起動メ
ディアから起動して、保存されたバックアップを復元することができ
ますので、大変便利です。

レスキューブート New！
ワンボタンのみで、次回起動時に組み込みの復元環境が起動して、
システムを復元できます。外部メディアなしでActiphy BE Builder
（起動環境）を内蔵ディスクから直接起動しますので、光学ドラ
イブなどでも復元作業をおこなえます。（無償のHyper-V Server、
Server Coreは除く）

ActiveImage Protector従来のバックアップソフト

OSの再インストール

アプリケーションの再インストール

バックアップファイルからの復元

バックアップイメージからの復元

コンフィギュレーションの再設定

再起動

再起動

バックアップ
イメージ

クラウドストレージ

クラウドプラットフォーム

仮想マシン

復元用
アプライアンス

S3 互換オブジェクト
Microsoft Azure
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ボリュームサイズを指定して復元可能
ボリューム単位の復元でボリュームサイズを拡大や縮小して復元す
る際に、サイズを指定できます。（NTFSのみ）

別のハードウェア構成の仮想/物理マシンに復元
A.I.R.※によって取得したイメージファイルを別のハードウェア構成の
物理マシンに復元して起動が可能です。また、ディスク全体のみでな
く、ボリューム単位の復元時にもA.I.R.を使用できます。
※A.I.R.（Architecture Intelligent Restore）とは、物理マシンの間での移行を簡単

におこなえるようにした技術です。

起動設定の修復（BCD修復機能）
起動環境上でMBRのBCDを修正できます。うっかり起動パーティ
ションをバックアップし忘れたり、C:ドライブのみの復元をして起動
できなくなってしまったりした場合、BCDを修復して起動可能にし
ます。

シュリンク・オンザフライ機能
NTFSのボリュームの縮小復元が可能です。例えば 用意した代替ハー
ドディスクの容量がバックアップ元のボリュームサイズよりも小さい
場合でも、縮小して復元できます。

 
操作性

操作を効率的に処理できるGUIを搭載
タスク、ログ、スケジュールやディスク情報を管理できるダッシュボー
ド画面が用意されています。また、バックアップ/復元ウィザードを
使えば、作業がより簡単かつ効率的におこなえます。

リモートファイルエクスプローラー機能
ファイル/フォルダー選択時に使用するファイルエクスプローラーを
用意しています。リモート接続時にも接続先で参照可能なフォル
ダー/ファイルやネットワーク共有を一覧することができますので、
接続先で操作しているのと同じ整合性の取れた操作をおこなうこと
ができます。
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スナップショットドライバー

Microsoft社標準のスナップショットドライバーを使用
スナップショットドライバーとして、Microsoft社標準のドライバー
（VolSnap）を用いるため、新たなドライバーを追加する必要がなく、
ドライバーのコンフリクトを心配せずに運用することが可能です。

VSS対応のサーバーアプリケーションをサポート
Microsoft社のVSS（Volume Shadow Copy Service）に対応して
います。SQL Server、Exchange Server、OracleといったVSS対応の
サーバーアプリケーションでは、より整合性の高いバックアップが可
能です。

複数ボリュームの同時スナップショット化
データベースが複数のボリュームにまたがっている場合、ボリューム
毎のバックアップ開始時間に差が生じてしまうため、単純にバック
アップイメージを作成しても正確な復元ができません。このような
バックアップイメージを復元するとデータベースの整合性が取れず、
矛盾が発生してしまいます。ActiveImage Protector™は、全てのボ
リュームのスナップショットを同時に作成しますので、この問題を解
決することができます。

 
 
 
仮想環境への対応

仮想/物理 相互変換機能
仮想マシン（Hyper-V、ESXi）と物理マシンを相互に変換できる機能
です。変換後の起動に必要なドライバーの組み込みなどの処理をお
こないます。

仮想変換ユーティリティ
イメージファイルや物理ディスクを仮想環境に移行するユーティリ
ティを用意しています。仮想ディスクフォーマットヘの変換をおこな
い、その際、仮想マシンで起動するように処理します。VMwareの
VMDK形式、Hyper-VのVHDとVHDX形式への変換ができます。

仮想化アダプター
既 存 の イメ ー ジ に 仮 想 マ シ ン のド ラ イバ ー を 埋 め 込 み 、
ActiveImage Protector™の差分ファイル（.aix）として保存します。
この差分ファイルはそのまま仮想マシンに復元して起動できます。

即時起動可能な仮想マシンに変換
Hyper-Vホスト、VMware ESXiホストヘ変換する場合には、変換した
仮想ディスクをアタッチした仮想マシンを同時に作成できます。これ
により、変換後すぐに仮想マシンを起動できます。

ハードディスクのP2V（物理から仮想）直接変換
ハードディスクを直接仮想ディスクに変換できます。イメージファイ
ルを介さないことでP2Vの作業時間を短縮できます。

Windows PE上ではローカル環境でのディスク変換をサポート
Windows PE起動環境で物理ディスクからの仮想化（仮想ディスク
変換のみ）を実行できます。

ActiveImage
Protector

SQL Exchange
Oracle

ストレージ

バックアップを開始

トランザクションを同期して
データを静止化

シャドウコピーの作成

シャドウコピーのバックアップ

VSS
リクエスター

V
S
S
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

1

1

2

2
3

3
4

4

VSS
ライター

VSS
プロバイダー

10:00の
スナップショット

C:

D:

データベースのインデックスファイル
などの場合、ボリューム毎にスナップ
ショットを作成するとボリューム間で
同期が取れていないバックアップが
作成されてしまう。

通常の
スナップショット例

ActiveImage Protector
のスナップショット例

全ボリュームのスナップショットを
同時に作成することができる。

10:00の
スナップショット10:05の

スナップショット

C:

D:
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イメージファイル管理

イメージエクスプローラー機能
ActiveImage Protector™で作成されたバックアップイメージファイ
ルをWindowsエクスプローラーで直接開くことができます。これに
より、通常のエクスプローラーの操作でバックアップイメージ内の
ファイルの一覧表示やコピーが可能になり、フォルダーやファイルご
との復元がおこなえます。

イメージマウント機能
バックアップイメージをドライブとしてマウントすることができ、バッ
クアップイメージ内のファイルやフォルダーを個別に復元可能です。
また、書き込み可能としてマウントした場合は、変更部分を差分ファ
イルとして保存できます。

コンソリデーション（合成）バックアップ
増分バックアップを継続していくとファイル数が増え、管理が大変に
なります。コンソリデーション機能は、複数の増分バックアップをま
とめることで、増分ファイル数の増加を抑え、ユーザー指定の個数を
保持して継続的な増分バックアップをおこなうことができます。

アーカイブ（統合）バックアップ
増分バックアップとフルバックアップイメージ（ベースイメージ）を合
わせて、別の1つのイメージファイルに統合して保存できます。

イメージファイルをiSCSIターゲット、NFS（Network File 
System）サーバーとして公開可能（イメージターゲット
サーバー）New！
ActiveImage Protector™でバックアップ作成したイメージファイル
は、iSCSIターゲット、NFSサーバー化することができます。これに
よって、ローカルおよびネットワーク上にある任意のiSCSIイニシエー
ターでローカルディスクとしてマウント、NFSクライアントからイメー
ジをVMDKとしてアクセスすることができます。万が一サーバーに障
害が発生した場合には、マウントしたディスクをハイパーバイザー上
の仮想マシンに直接アタッチすることによって、即時ブート、運用再
開ができます。

 
 
リモート管理機能

プッシュインストール機能を実装
ネットワーク上の他のコンピューターヘ、ActiveImage Protector™の
エージェントやコンソールをリモートでインストールできます。ター
ゲットコンピューターを探索してインストールパッケージを選択し、
プロダクトキーを指定できます。Active Directoryからのコンピュー
ターリストの取得や複数台への一括インストールも可能です。

リモート管理コンソールを実装
ActiveImage Protector™エージェントがセットアップされたコン
ピューターのリモート管理が簡単におこなえます。
・ネットワーク上の複数のリモート・エージェントの状況を確認でき

ます。また、コンソール上からバックアップの開始やリモートコン
ソールヘの接続が可能です。

・ネットワーク上の他のコンピューターでスケジューリングされてい
るバックアップタスクをワンクリックで実行できます。

・ネットワーク上の他のコンピューターで試用版を使用していた場
合、試用版プロダクトキーから製品版プロダクトキーヘアップグ
レードさせることができます。

ベース
イメージ 増分 増分 増分 増分

ベース
イメージ

結合した
増分

ベース
イメージ + + + +増分 増分 増分 増分

iSCSIターゲット
（イメージファイル）

バックアップ
イメージ

ハイパーバイザー

即時
ブート

ファイル
リカバリー
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即時起動

仮想スタンバイレプリカ（VSR）を作成する機能
（vStandby™）
ActiveImage Protector™に組み込まれているvStandby™は、
仮 想スタンバイ可用性ソリューションです。Hy p er-Vあるいは
VMwareのESX / ESXi仮想環境上に、物理/仮想マシンの待機用
仮想マシンとなる「仮想スタンバイレプリカ」を構成し、定期的
にブートポイントを追加・更新します。障害発生時にはこの「仮
想スタンバイレプリカ」から、いつでも即座に（実測値：約2分）
再稼働できます。

ReZoom™ it!により仮想マシンをすぐに復元
ReZoom™ it!機能とは、Hyper-Vホスト全体を一括で取得した
バックアップイメージに含まれる仮想マシンを個別に復元できる
機能です。ReZoom™ it!マイグレーション機能では、同一あるい
は異なるHyper-Vホスト上、更にリモートのHyper-Vホスト上へ
も復元できます。ReZoom™ it!は、独立したアプリケーションと
してインストールできますので、仮想マシンを別の場所に移行す
る際に有用です。

イメージファイルを仮想マシンとして即時起動できる
HyperBoot™
HyperBoot™は、ActiveImage Protector™のバックアップイメージ
ファイルを復元や仮想変換をせずに、直接仮想マシンとして即時起動

（数分以内に）できます。一時的な代替マシンとしての役割を果たし
ますので、障害が回復するまで暫定的にマシンを使用し続けることが
できます。リモートとローカルのMicrosoft Hyper-V、VMware ESXi、
VMware Workstation Pro / Player、Oracle VirtualBoxで動作可能で
す。また、vCenterで起動した仮想マシンをvMotionを使って本番環
境に移動することで、仮想マシンとしてリストアを完了できます。

 
ライセンス管理

オフラインライセンスファイルの提供 New！
オフラインの認証サービスとして、ライセンスファイルをサポートして
います。オフライン環境で単体のコンピューターのアクティベーショ
ンが可能です。イントラネットでの複数のコンピューターのアクティ
ベーションにはAAS（アクティファイ認証サービス）を使用します。

サブスクリプションライセンスの導入 New！
永続ライセンスの他、1年間/3年間/5年間のサブスクリプションパッ
クを用意しましたので、お客様の予算に合わせてライセンスを選べま
す。１年分の保守費用が差し引かれます（※）ので、リーズナブルな価
格でご購入可能です。
※差し引かれるのは3年と５年のサブスクリプションです。

 
その他

ディスクコピー機能（Disk-To-Disk Copy）New！
ディスクコピーはディスク間でデーターのコピーをおこなうだけでは
なく、ボリューム単位のコピー、拡大コピーが可能です。また、複数
ディスクをコピー元としたレイアウトの作成も可能で、例えば、ディス
ク1のボリューム1とディスク3のボリューム1、コピーすることもできま
す。自由度が非常に高いため、SSDへの移行、大容量ディスクへの交
換だなど幅広く対応できます。

最新のOSやuEFI規格のマザーボードに対応
最新のWindows OS、Windows Server OSに対応しています。uEFI
起動環境のGPTディスクのバックアップ/リカバリーにも対応してい
ます。

新しいファイルシステムなどヘの対応
ReFS（Resilient File System）など最新のファイルシステムや、スト
レージスペース（Storage Space）、4Kセクターディスクに対応してい
ます。クラスター共有ボリューム（CSV）のバックアップの場合には、
ActiveImage Protector 2022のClusterをお使いください。

RAID構成のハードディスクに対応
RAID構成のハードディスクのバックアップ/リカバリーが可能です。

タスクをWindowsイベントログに記録
全てのタスクがWindowsイベントログに記録されます。これにより、
レプリケーションタスクなどバックアップ以外のタスクで発生した成
功・失敗イベントを取得して、適切なワークフローを実現できます。

ローカルハイパーバイザーローカルハイパーバイザー
VMware Workstation
Microsoft Hyper-V

リモートハイパーバイザーリモートハイパーバイザー
VMware ESXi
Microsoft Hyper-V

仮想マシン仮想マシン

iSCSIiSCSI

仮想ディスク仮想ディスク

仮想マシン仮想マシン

仮想ディスク仮想ディスク

TMTM
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集中管理コンソール「ActiveVisor™」
ActiveImage Protector™を一元的に管理・監視するためのツール
であるActiveVisor™が用意されています。ActiveVisor™は、ネット
ワーク上の各クライアント（「エージェントベースのActiveImage 
Protector™」および「ActiveImage Protector™のエージェントレス
機能（HyperAgent）」）からの情報を収集し、視覚的な統計情報
の表示、クライアントの状態・バックアップ状況・保存先の状態の
監視、タスク・スケジュールの配信等をおこなうことができます。
一元的に全てのActiveImage Protector™の状態・設定をどこにい
ても管理することができますので、管理者の作業負担が大幅に軽
減されます。

actiphy_activeimage_protector_2022_server_datasheet_jp_211112

© 2021 Actiphy, Inc. All rights reserved. ActiveImage Protector、vStandby, vStandby AIP、ImageCenter、HyperBoot、ReZoom it!、BootCheck、ActiveVisor、ImageIsolate、HyperAgentは、株式会社 アクティファイの商標です。 
Microsoft、Windows、Windowsロゴは、米国および諸外国におけるMicrosoft Corporationの商標または登録商標です。その他のブランド名および製品名は、それぞれ帰属する所有者の商標または登鋒商標です。

　　　　　　　　　　　　　　　〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町8番 NCO神田紺屋町
TEL：03-5256-0877　FAX：03-5256-0878　https://www.actiphy.com　 sales@actiphy.com

MSIファイルの作成がインストーラーで可能 New！
Active Directory（アクティブディレクトリ） のグループポリシーを
使った自動配布のために、プロダクトキーを埋め込んだ専用のMSI
ファイルをインストーラーで作成することができます。

メール通知機能
スケジュールバックアップの成功または失敗に関する情報をメール
送信で通知するように設定できます。その他にも、タスクの概要や
ライセンス（使用期限）の通知も可能です。SSL / TSLが必要なメー
ルサーバーに対応しています。
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